

































他の 2編の論文は「建築線制度に関する研究」の 2編である。このテーマに関連して 5年間にわたっ
て8編の論文が発表されたが，この研究も本号で一応の完結を見た。充分な紙数を使って論ずることの
できる総合都市研究は，この様な一連の研究論文の発表の場として好適なものであるといえよう。
多くの都市研究センター研究員が，各々の研究成果を総合都市研究に発表してゆくことが，都市研究
センターの活動に注がれている関心に応えてゆくことになり，新しい発展をしようとしている都市研究
センターにとって重要なことであると考えられる。(石田 頼房)
